
一般社員のベア額の推移
等 級 2007年 2008年 2014年 2015年 2016年 累 計
Ｊ１ 500 600 1,200 1,500 800 4,600

Ｊ２ 500 700 1,200 1,600 900 4,900
Ｊ３ 500 800 1,300 1,700 900 5,200

Ｓ１ 600 800 1,500 1,900 900 5,700
Ｓ２ 600 900 1,500 2,000 1,000 6,000
Ｓ３ 600 1,000 1,600 2,100 1,000 6,300

Ｃ１ 700 1,000 1,700 2,300 1,200 6,900
Ｃ２ 700 1,100 1,800 2,400 1,200 7,200

Ｌ１ 800 1,300 2,100 2,800 1,400 8,400
Ｌ２ 900 1,300 2,200 3,000 1,400 8,800

Ｌ３ 900 1,400 2,400 3,100 1,600 9,400
Ｌ４、５ 会社が別に定める
Ｊ１とＬ３の格差 400 800 1,200 1,600 800 4,800

熊本地震の被災者に
カンパをお願いします！

一口500円、一口以上
全組合員のご協力をお願いします

詳細は指示65号を参照して下さい

本
部
は
４
月
７
日
、
２
０

１
６
年
度
新
賃
金
配
分
交
渉

を
集
約
し
妥
結
を
通
告
し
ま

し
た
。

４
月
１
日
の
新
賃
金
配
分

第
１
回
団
体
交
渉
で
本
部

は
、
「
賃
金
引
き
上
げ
分
の

１
０
０
０
円
は
、
全
組
合
員

一
律
に
全
て
を
基
本
給
に
配

分
す
る
こ
と
」
と
主
張
し
ま

し
た
。
本
来
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

と
は
物
価
上
昇
、
生
活
向
上

の
た
め
に
賃
金
を
底
上
げ
す

る
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
格

差
な
ど
必
要
な
い
か
ら
で

す
。会

社
は
、
「
当
然
な
が
ら

努
力
し
た
者
が
報
わ
れ
る
と

い
う
新
人
事
賃
金
制
度
の
主

旨
を
念
頭
に
置
い
て
賃
金
引

上
げ
分
を
基
準
内
賃
金
に
配

分
す
る
考
え
で
あ
る
」
と
し
、

一
律
に
配
分
す
る
考
え
の
な

い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
本
部
は

「
昇
格
時
昇
給
額
が
あ
る
の

だ
か
ら
新
人
事
賃
金
制
度
の

主
旨
は
損
な
わ
れ
な
い
。
会

社
の
言
う
よ
う
な
配
分
を
ま

た
行
え
ば
、
賃
金
格
差
が
拡

大
す
る
だ
け
で
あ
る
。
賃
金

制
度
と
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は
全

く
別
の
も
の
で
あ
り
区
別
す

べ
き
だ
」
と
強
く
迫
り
ま
し

た
。会

社
は
４
月
７
日
、
第
２

回
団
体
交
渉
に
お
い
て
、「
平

成

年
度
賃
金
改
訂
に
つ
い

28
て
」
の
回
答
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
「
社
員
及
び
専
任

社
員
の
基
本
給
に
、
等
級
及

び
区
分
に
応
じ
て
額
を
加
算

す
る
」
と
し
て
、
社
員
の
基

本
給
、
初
任
給
、
昇
格
時
昇

給
額
、
専
任
社
員
の
基
本
給

額
の
改
訂
を
提
案
し
ま
し

た
。
本
部
は
、
「
回
答
は
ま

た
も
や
格
差
配
分
で
あ
り
認

め
ら
れ
な
い
」
と
回
答
に
対

し
て
不
満
を
表
明
、
対
立
を

確
認
し
、
持
ち
帰
り
検
討
と

し
ま
し
た
。

昇
格
試
験
は
合
格
者
数
が

決
ま
っ
て
い
て
、
誰
も
が
合

格
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
職
場
で
社

員
間
の
競
争
が
発
生
し
、
安

全
に
対
し
て
も
支
障
を
来
す

こ
と
は
必
至
で
す
。
Ｊ
Ｒ
西

日
本
で
は
ベ
ア
は
一
律
配

分
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
で
も
格
差

の
縮
小
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
東
海
だ
け
が
格
差
拡
大

の
ベ
ア
配
分
に
こ
だ
わ
る
理

由
と
し
て
、
リ
ニ
ア
建
設
の

た
め
の
効
率
化
に
従
う
社
員

づ
く
り
と
い
う
労
務
政
策
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

今
次
配
分
交
渉
で
本
部

は
、
以
上
の
問
題
点
に
つ
い

て
主
張
し
て
き
ま
し
た
が
、

全
く
誠
意
の
な
い
会
社
の
姿

勢
を
崩
す
ま
で
に
は
至
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
残
念
な
が
ら
、

こ
れ
以
上
の
前
進
は
難
し
い

と
判
断
し
妥
結
を
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
残
さ
れ
た
課

題
や
問
題
の
解
決
に
向
け
、

本
部
は
さ
ら
に
奮
闘
し
て
い

き
ま
す
。

こ

の

間
、
共
に

闘
っ
た
組

合
員
の
皆

さ
ん
、
ご

支
援
を
下

さ
っ
た
他

日
に
は
、
同
じ
く
Ｍ
７
．

16３
、
最
大
震
度
７
の
地
震
（
本

震
）
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ま

で
に
、
震
度
１
以
上
の
地
震

が
１
０
０
０
回
以
上
に
も
及

ん
で
い
る
。
こ
れ
ほ
ど
大
規

模
な
地
震
は
考
え
ら
れ
な
い

と
、
専
門
家
は
指
摘
し
て
い

る
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
共

に
、
被
災
者
の
人
た
ち
に
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
▼
29

日
に
も
、
大
分
県
で
震
度
５

強
の
地
震
が
発
生
し
た
。
こ

れ
ら
の
地
震
は
、
世
界
最
大

級
の
断
層
・
中
央
構
造
線
に

沿
っ
た
活
断
層
で
発
生
し
て

い
る
。
震
源
域
両
側
に
は
、

伊
方
原
発
と
運
転
中
の
川
内

原
発
が
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で

は
フ
ク
イ
チ
の
二
の
舞
に
な

る
と
思
っ
た
人
は
非
常
に
多

く
い
る
の
で
は
な
い
の
か
▼

原
子
力
規
制
委
員
会
田
中
委

員
長
は
「
規
制
委
員
会
が
止

め
な
さ
い
と
は
判
断
で
き
な

い
」
と
、
丸
川
原
子
力
防
災

担
当
大
臣
は
「
規
制
委
員
会

の
判
断
か
ら
原
発
停
止
は
必

要
な
い
」
と
見
解
を
示
し
た
。

無
責
任
極
ま
り
な
い
。
地
震

が
原
因
で
原
発
事
故
が
発
生

し
た
ら
誰
が
責
任
を
取
る
の

か
▼
安
倍
政
権
は
戦
争
政
策

と
原
発
政
策
を
両
輪
と
し
て

進
め
て
い
る
。
リ
ス
ク
を
覚

悟
し
て
メ
ン
ツ
の
た
め
に
原

発
を
稼
働
し
続
け
て
い
る
の

だ
。
人
命
と
メ
ン
ツ
と
ど
ち

ら
が
大
事
な
の
か
。
直
ち
に

川
内
原
発
を
停
止
さ
せ
ろ
。
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（１）第３７３号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）５月１日

２０１６年

５月１日

第３７３号

４
月

日
、
熊
本
県

14

で
Ｍ
６
．
５
、
最
大
震

度
７
の
地
震
（
前
震
）

が
発
生
し
た
。
さ
ら
に
、

汽 笛
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ＪＲ東海労働組合

発行人 小林 光昭
編集人 高山 浩

各等級のベア及び昇格時昇給額
一般社員
等 級 ベ ア 額 昇格時昇給額
Ｊ １ ８００

９，３００
Ｊ ２ ９００

９，８００
Ｊ ３ ９００

１８，５００
Ｓ １ ９００

９，８００
Ｓ ２ １，０００

１０，３００
Ｓ ３ １，０００

１９，６００
Ｃ １ １，２００

１０，３００
Ｃ ２ １，２００

４１，２００
Ｌ １ １，４００

１３，４００
Ｌ ２ １，４００

１８，６００
Ｌ ３ １，６００

Ｌ４、５ 会社が別に定める

専任社員
区 分 ベア額 備 考

専任Ⅰ
６００ 生年月日が昭和30年4月2日以降の者

５００ 上記に該当しない者
専任Ⅱ ６００
専任Ⅲ ８００
専任Ⅳ 会社が別に定める
専任Ⅴ ５００

対立を確認し、ベア配分交渉を集約

労
組
の
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。



Ｓ
Ｍ
Ｔ
に
出
向
中
の
組
合

員
が
、
従
事
員
証
を
家
に
忘

れ
た
こ
と
に
気
付
き
、
直
ち

に
当
直
に
連
絡
し
た
と
こ

ろ
、
当
直
か
ら
自
宅
に
と
り

に
戻
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
た

め
、

分
ほ
ど
出
勤
が
遅
れ

30

た
事
象
が
発
生
し
ま
し
た
。

Ｓ
Ｍ
Ｔ
は
、
遅
刻
、
「
社
員

証
一
時
紛
失
」
と
し
、
状
況

報
告
書
の
作
成
、
従
事
員
証

の
１
ヶ
月
間
取
り
上
げ
を
強

行
し
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

１
ヶ
月
後
、
本
人
が
所
長
に

従
事
員
証
の
変
換
を
求
め
た

と
こ
ろ
、
所
長
は
「
一
時
紛

失
は
３
ヶ
月
取
り
上
げ
る
」

と
言
い
出
し
た
の
で
す
。

地
本
は
直
ち
に
、
Ｓ
Ｍ
Ｔ

本
社
と
Ｊ
Ｒ
東
海
に
強
く
抗

議
し
、
従
業
員
証
の
返
還
を

求
め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
４

月

、

日
の
両
日
、
こ
の

20

21

よ
う
な
理
不
尽
な
や
り
方
の

是
正
を
求
め
て
品
川
駅
頭

で
、
Ｓ
Ｍ
Ｔ
で
働
く
仲
間
に

ビ
ラ
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

ビ
ラ
配
布
に
よ
り
、
多
く

の
Ｓ
Ｍ
Ｔ
社
員
か
ら
賛
同
の

声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
協
議
会
は
４
月

４
日
、
東
京
・
大
崎
第
一
区

民
集
会
所
で
第

回
サ
ー
ク

22

ル
協
議
会
総
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

田
村
議
長
は
「
今
年
は
、

各
部
の
行
事
に
積
極
的
に
参

加
し
て
い
き
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
来
賓
の
本
部
木

下
書
記
長
は
「
た
し
ろ
か
お

る
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
全

勢
力
を
注
ご
う
。
８
月
に
結

成

年
と
な
る
。
Ｊ
Ｒ
東
海

25
労
の
未
来
を
切
り
拓
く
た
め

記
念
集
会
を
開
催
す
る
」
と

挨
拶
し
ま
し
た
。

議
事
で
、
１
年
間
の
活
動

報
告
と
今
年
度
の
方
針
を
提

起
し
た
後
、
各
部
か
ら
の
取

り
組
み
内
容
や
課
題
な
ど
を

出
し
合
い
議
論
し
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
協
が
組
織
強
化
・

拡
大
と
、
た
し
ろ
か
お
る
応

援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
の

た
め
に
奮
闘
す
る
こ
と
を
全

体
で
確
認
し
ま
し
た
。

新
役
員
は
以
下
の
通
り
で

す
。
議
長
：
田
村
浩
彰
（
新

幹
線
）
／
副
議
長
：
曽
布
川

忠
宏
（
静
岡
）
、
今
井
一
夫

（
名
古
屋
）
、
山
本
圭
一
（
新

幹
線
関
西
）
／
事
務
局
長
：

高
山
浩
（
本
部
）
／
幹
事
：

本
橋
浩
司
（
本
部
）

（２）第３７３号 Ｊ Ｒ 東 海 労 ２０１６年（平成２８年）５月１日

従
業
員
証
の
取
り
上
げ
を
許
さ
な
い
ぞ
！

新
幹
線
地
本
の
ビ
ラ
配
布
で
、

賛
同
者
相
次
ぐ

サークルの絆を強め、
組織強化・拡大を目指そう！

第22回サークル協総会

４
月

日
以
降
、
熊
本
県
、

14

大
分
県
を
中
心
に
九
州
地
方

を
大
き
な
地
震
が
襲
い
ま
し

た
。
改
め
て
、
犠
牲
者
の
方

々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る

と
共
に
、
被
災
者
の
方
々
に

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
同
時
に
、
緊
急
支
援
の

段
階
か
ら
中
長
期
の
復
旧
・

復
興
支
援
へ
し
っ
か
り
と
対

策
を
打
つ
べ
く
政
府
に
求
め

て
い
き
ま
す
。

今
回
の
地
震
は
益
城
町
で

震
度
７
を
２
度
記
録
す
る
観

測
史
上
初
め
て
の
地
震
で
、

気
象
庁
は
「
過
去
に
例
が
な

く
、
今
後
の
予
測
は
難
し
い
」

と
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
大
の
鷺
谷
威
（
さ
ぎ

や
た
け
し
）
教
授
（
地
殻
変

動
学
）
は
、
「
今
回
の
よ
う

に
、
地
震
活
動
が
飛
び
火
し

て
急
激
に
拡
大
し
て
い
く
事

態
は
、
日
本
中
の
専
門
家
に

と
っ
て
も
未
経
験
だ
。
本
震
、

前
震
と
い
う
通
常
の
概
念
を

定
義
と
し
て
超
え
て
い
る
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
は
今
後
も
続

く
と
考
え
、
新
た
な
災
害
に

備
え
な
く
て
は
い
け
ま
せ

ん
。ま

た
、
今
回
の
地
震
は
断

層
の
横
ず
れ
に
よ
る
も
の

で
、
中
央
構
造
線
の
延
長
線

上
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
益
城
町
か
ら

北
東
と
南
西
の
方
向
に
活
断

層
の
ず
れ
と
見
ら
れ
る
ご
く

浅
い
震
源
で
の
地
震
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
央
構

造
線
の
南
西
の
延
長
線
上
に

は
、
川
内
原
発
が
あ
り
、
北

東
に
は
伊
方
原
発
が
あ
る
の

で
す
。

と
こ
ろ
で
鹿
児
島
県
内
を

中
心
に
「
川
内
原
発
を
停
止

す
べ
き
」
と
の
声
が
上
が
っ

て
い
ま
す
。
川
内
原
発
は
、

原
子
力
規
制
委
員
会
が
福
島

第
一
原
発
後
に
３
７
２
ガ
ル

か
ら
６
２
０
ガ
ル
に
強
化
さ

れ
耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い

る
と
判
断
し
、
安
倍
政
権
が

再
稼
働
に
Ｇ
Ｏ
サ
イ
ン
を
出

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回

の
地
震
の
揺
れ
の
強
さ
は
、

１
５
８
０
ガ
ル
だ
と
防
災
科

学
技
術
研
究
所
は
公
表
し
て

い
る
の
で
す
。
川
内
原
発
が
、

「
世
界
一
厳
し
い
規
制
基
準
」

と
さ
れ
る
６
２
０
ガ
ル
の
約

２
．
５
倍
の
揺
れ
に
耐
え
ら

れ
る
保
証
は
無
い
に
等
し
い

の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
地
震
の

頻
発
す
る
環
太
平
洋
造
山
帯

（
火
山
帯
）
に
位
置
す
る
西

海
岸
に
は
、
そ
も
そ
も
建
設

で
き
な
い
と
判
断
し
、
１
０

４
基
の
原
発
の
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1日 ＪＲ貨物労組青森支部青年部集会
2日 ＪＲ貨物労連青年部花見
3日 民進党栃木県連大会

ＪＲ総連 総決起集会
4日 ＪＲ貨物労組札幌ターミナル分会執行委員会

全自交北海道地方連合会
5日 国交委員会

ＪＲ東労組千葉地本松代研修総括会議
民進党両院議員総会

6日 参議院本会議、参議院消費者特別委員会
参議院国の統治機構に関する調査会
民進党国交・沖縄北方部門会議
能城支部来所 懇親会あり

7日 参議院国土交通委員会
東労組スポーツフェスティバル

8日 京浜ハイヤー職場集会
参議院本会議
ＪＲ北海道労組北見支部集会、遠軽地区集会

9日 ＪＲ北海道労組札幌地区集会
ＪＲ北海道労組室蘭支部・貨物労組の合同集会
ＪＲ北海道労組苫小牧支部集会、追分支部集会、
岩見沢支部集会

10日 ＪＲ北海道労組小樽支部集会、苗穂工場支部集会
ＪＲ北海道労組ＪＲバス・貨物労組合同集会
ＪＲ北海道労組苗穂運転所会集会
ＪＲ北海道労組本社支部・関連会社支部・札幌支
部合同集会

11日 北海道稚内市・風力発電施設及び太陽光発電施設視察
ＪＲ北海道労組稚内分会転入者歓迎会
ＪＲ北海道労組稚内分会ＯＢ会との意見交換会

12日 ソフトバンク労組 意見交換
13日 民進党国土交通・沖縄北方部門会議
14日 ＪＲ北海道労組函館地本「本街道新幹線開業検証集会」
15日 全自交通東北地区挨拶まわり

岩手県タクシー協会会長面談
江東区議会議員吉田要区政報告会

16日 森びと フォーラム
17日 福田昭夫衆議院議員総会
18日 連合栃木定期協議

民進党熊本地震災害対策本部会議
19日 ＪＲ北海道労組帯広支部集会
20日 国立駅街宣

参議院本会議
東労組ＯＢ会総会
参議院災害対策特別委員会
民進党災害対策部門会議

21日 参議院環境委員会
22日 参議院本会議

システム労講演会
23日 ＪＲ東労組事務センター検証会議
25日 ＪＲ西労福知山線事故献花、ＪＲ西労安全集会
26日 参議院国交委員会、参議院裁判官訴追委員会
27日 参議院本会議
28日 参議院国交委員会
29日 沖縄訪問
30日 栃木県中央メーデー

たしろかおる議員行動記録（４月）


